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～学び館、新時代。ガイドはAI、体験は無限～

▼研究の概要
盛岡市遺跡の学び館は、市内の発掘調査で得られた

文化財を公開する博物館として、旧石器時代から近
世までの遺跡や土器などの遺物を展示している。常
設展に加え、企画展・テーマ展・発掘調査速報展を
年3回開催し、展示や講座を通じて地域の歴史的価値
を伝えている。令和2年には「北海道・北東北の縄文
遺跡群」が世界遺産に登録され、縄文文化への関心
が高まる中、当館の来館者数は大きく増えておらず
、多くの貴重な資料が十分に知られていない。一方
で、盛岡市民からは「自分の住んでいる街にこれほ
どの遺跡があったとは驚き」といった声があり、ま
た県外から訪れる来館者の中には、東北の歴史に強
い関心を持ち、熱心に見学する人も多く、潜在的な
来館者層の広がりが期待されている。来館者には子
どもや高齢者が多く、外国人観光客を含めた多様な
層に向けた柔軟な解説が求められているが、職員数
や対応能力には限りがあり、個別のニーズに応じた
案内が難しいのが現状である。従来の解説パネルや
紙資料では、誰にでも同じ情報を提供するに留まり
、理解度や関心に応じた深い学びにはつながりにく
い。そこで、生成AIや音声合成などのデジタル技術
を活用し、来館者の年齢層や理解度、関心に応じた
ガイドコンテンツを自動生成する仕組みが有効だと
考えられる。小学生には写真やイラスト、物語形式
によるわかりやすい説明を、中高生には発掘の手法
や遺物の文化的意義を掘り下げる内容を、大人には
学術的な背景や社会とのつながりを紹介する。高齢
者には、地域の記憶や自身の体験と重ね合わせられ
るような語り口で提供することで、共感や理解が深
まる。こうした多様なガイドは、誰もが学びやすく
、また何度来ても新たな発見がある博物館体験を実
現し、地域文化への関心を高め、観光資源としての
価値向上にもつながると期待される。

▼研究の内容
岩手県立大学が独自の技術で開発した観光案内シス
テムと実装のノウハウを基に、岩手県立大学と盛岡
市遺跡の学び館が協力して行う協働研究は、以下の
取り組みを通じて目標を達成することを目指す。

１）学び館の埋蔵文化財や発掘調査資料に関するガ
イドサービスのスタイルとコンテンツ構成のテンプ
レートを確立し、子供からお年寄りまで、外国人観
光客などの様々なニーズに対応したガイドサービス
を提供する仕組みを提案する。２）施設の職員が簡
単な操作だけで、ガイドサービスの管理やガイドコ

▼研究の成果
本研究では、生成AIを活用して展示施設職員の負担

を軽減し、効果的な展示案内サービスを実現する視聴
覚ガイドシステムの構築に向けて、考古学資料への適
用可能性と技術的要素の検証を行った。特に、専門用
語や難解な表現が多用される資料においては、AIによ
る台本生成の精度が不十分となる課題が明らかとなっ
た。用語辞書を整備し、プロンプトに組み込む手法を
導入したことで、生成される解説台本の専門性と正確
性が大きく向上することが確認された。実証実験では
、「解説ガイドは楽しかったですか？」という設問に
対して、来館者の75％が「楽しかった」と回答して
おり、ガイドシステムが来館者の満足度向上に貢献す
ることが示された。これらの成果は、専門的な内容を
正確に扱いつつ、来館者の多様なニーズに応じたコン
テンツを効率的に提供できる新たなガイド運用モデル
の有効性を示すものであり、今後の本格的なシステム
開発および実装に向けた明確な指針となる。

ンテンツデータの更新・新規作成・削除などの編集
機能を実現する取組のコア技術要素を確立する。こ
こでは、職員の負担を増やさずに作業を効率化する
ため、生成AIの技術を有効に活用する。３）浅から
深へ、易から難へと徐々に進む学習を促進し、リピ
ーターの利用に対応する会員システムを構築する可
能性を調査し、ICカード会員カードと携帯端末を組
み合わせて、個別に合わせた学習や見学体験を提供
する。４）盛岡市遺跡の学び館での実証実験を実施
し、提案した枠組みとアプローチの技術要素の有効
性や改善課題を確認する。次年度に施設職員が自身
で長期的に運用できるガイドシステムを構築するた
めに、必要な事前調査と本番構築の準備を整える。
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